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1. はじめに 

Web 地図・地図アプリの発展・変化は目覚ましく、

各種の地図サービスが大量に現れているが、地域の課

題を共有して解決してくための教育やまちづくりに使

いやすい地図は、以外と見当たらない。この第 1 の理

由は、対象地域の、背景に表示される基本図、管理者

や主要な投稿者が提供する主題図、ユーザー投稿情報

の 3 レイヤを、適切に組み合わせて選択してオーバー

レイすることが困難で、使い勝手が良くないからであ

る。第 2 の理由は、ユーザーがスマートフォンから投

稿し、PCから正確に修正する一連の入力作業が、簡易

にできないからである。第 3 の理由は、表示した地図

を、共同作業に便利な大画面や大判紙地図で出力しに

くいからである。 
そこで、本研究の目的は、この 3 点を改善するため

に、前年度に開発した「課題を見える化する」地図サ

イト(1)を改良して、「地域課題を共有・解決していく」

ための地図サイトのあり方を、授業での実証実験から

明らかにすることである。 
 
2. 方法 

CMS として一般的な Wordpress で管理している既存

の地図サイトに対して、以下の 4 点の改良を加えた。

また、既存の「近江八幡まちづくりマップ」に加えて、

新たに授業専用に「草津まちづくりマップ」のサイト

を立ち上げた。 
 
（１）基本図の切替対応 
 背景に表示される基本図を、Google マップ、地理院

地図、OpenStreetMapの3種の地図と、Googleマップと

地理院地図の 2 種の空中写真に、切替えられるように

した(2)。図1の右上の□が切替用のプルダウンメニュー

である。 
 
（２）スマートフォンからの位置情報付投稿に対応 
スマートフォン対応としては、従来のWeb アプリに

加えて、既存の iOS とAndroido の各Wordpress アプリ

をカスタマイズして対応した。 
 
（３）PC投稿時の位置情報取得の簡素化 
 図2に示す投稿画面下部の□のGoogleマップに示さ

れた十字線で地点を選び、位置情報を取得できるよう

にした。 

 
図1 地図閲覧画面 

 

 
図2 投稿画面 

 
（４）地図のエクスポート機能に対応 
 共同作業で地図をテーブル上に表示するために、卓
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上に据え付ける 6 台のインタラクティブプロジェクタ

を購入した。ユーザー登録情報を含む地図の紙出力は、

予算の関係で、A0判でなく、A3判までの対応に留まっ

た。 
実証実験を行い検証した授業は、表1に示す2014年

後期から2015年前期の6科目である。 
 

 CMS として定評のある Wordpress で地図サイトを構

築しているので、ユーザーの管理が比較的容易である。

図 3 は、管理者が確認できる学生の投稿一覧の画面で

ある。タイトル、作成者、カテゴリー、タグ、投稿の

日時が表示されて、検索できる。位置情報とアイキャ

ッチ画像は、一般に公開されている図 1 の地図閲覧画

面で確認できるが、管理者に限られる確認画面はない。 
 

 
図3 投稿一覧 

 
3. 基本図 

Googleマップ、地理院地図、OpenStreetMapの主要な

3種の基本図を切替て選択でき、その上に、主題図、ユ

ーザー投稿情報が表示できる地図サイトができたので

ある。商業施設の掲載が充実している実用的な Google
マップ、全国的に統一した基準で作成されている官製

の伝統的な基本図のWeb 版に当る地理院地図、市民が

誰でも編集に参加できるが表示される地図の精度にば

らつきがあるOpenStreetMapの表現の差は大きい。 
OpenStreetMapは、2014年度前期から授業に取り入れ

たが、2014 年度後期も含めてこの地図サイトの中での

連携利用は行わなかった。2015 年度前期の、2 年生の

「データ処理演習」では従来の授業内容をGoogleマッ

プのマイマップ機能を用いて主題を描かせる授業から

OpenStreetMapの作成に改めた。さらに、地域ブログへ

のGoogleマップの埋め込みから、この「草津まちづく

りマップ」の自分の投稿記事の中にOpenStreetMapを埋

め込む内容に変更した。3年生の「環境システム専門演

習」ではGoogle マイマップとOpenStreetMap を作成さ

せて、両者を比較させた。 
OpenStreetMapは、2014年のグッドデザイン賞を受賞

している。OpenStreetMap は、地図上に描かれる図形、

地図記号であり GIS の属性データに相当するタグ、自

動的に記録される作成者・作成日等のメタデータ、付

加的なメタデータであるコミットメッセージ等で厳密

に構成されており、投稿・共有すべき地物とは何かを

考えさせる教材にふさわしく、与えられる基本図では

なく、つくる基本図を学ぶという点で優れていた。こ

れを、他の基本図と切替えて比較しながら、主題図、

ユーザー登録情報とオーバーレイすることで、空間的

な理解であり、地域課題の発見・共有の幅が広がる。 
図4は、OpenStreetMapを基本図として表示している。 
 

 
図4 投稿一覧 

 
4. 主題図 

KML形式のデータを主題図として投稿できる機能に

ついては、前年度の地図サイトからは改良を加えてい

ない。国勢調査などの統計データや、位置情報付の既

存データは、定番のGIS ソフトのArcGIS で編集して、

KML 形式に変換できる。KML 形式のデータは、地図

サイトにアップすることで、容易にオーバーレイでき

るので、筆者は、これらの既存データを授業に使った。 
一方、Google マップやGoogleEarth から、KML 形式

のデータが比較的容易に作成できる。そこで、3年生以

上の「まちづくり 前線」と、3年生の「環境システム

専門演習」で、学生にKML形式のデータをつくらせて、

表1 実証実験を行った科目 

学期 科目 対象学年 
2014年後期 環境管理調査実習Ⅰ 2年生 
2014年後期 まちづくり 前線 3年生以上

2015年前期 環境システム工学概論 1年生 
2015年前期 データ処理演習 2年生 
2015年前期 環境システム専門演習 3年生 
2015年前期 景観・都市環境特論 大学院 
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主題図として基本図の上にオーバーレイする授業を行

った。図4は、OpenStreetMapの基本図の上に、Google
マップで作成したKMLデータを表示している。ただし、

KML形式のデータは、管理者がアップして対応してい

る。 

 

5. ユーザー投稿情報 
図 1 は、学生の投稿を、地図上から検索する画面で

ある。この地図上にリンクされた投稿地点をクリック

すると、写真や記事とともに、埋め込まれた対象地の

Google マップとストリートビューが表示されるので、

現地が確認しやすい。 
図 2 の投稿画面から、タイトル、本文、画像などの

メディア、タグ、カテゴリー、アイキャッチ画像、位

置情報が投稿できる。アイキャッチ画像は、図 1 の吹

き出しに表示される。各吹き出しは、複数選択できて、

表示・非表示が切替えられる。 
 2014年度の授業では、筆者・TAが不慣れで適切な指

導ができなかったこともあり、形式が揃わない投稿が

多くなったが、2015 年度前期は、指導方法を改善する

ことで、短期間に大多数の学生が形式を整えて投稿で

きるようになった。図 5 では、投稿記事に、上から、

画像の張り付け、YouTube の埋め込み、OpenStreetMap
の埋め込み、ストリートビューの自動埋め込みがなさ

れている。 
 

 
図5 詳細記事閲覧画面 

 

Wordpressアプリを利用したことで、ユーザーの学生

は、現場からスマートフォンで投稿してから、PCで落

ち着いて修正できるようになった。ただし、Wordpress
アプリは、元来Wordpress管理者のモバイルでの管理向

けにつくり込まれており、選択ボタンの階層性が深く、

操作が煩雑だった。学生が簡易に使うためには、ネイ

ティブアプリの開発が望ましい。 
 

6. 地図の出力 
2014年度後期の2回生の「環境管理調査実習Ⅰ」は、

現地調査を伴うグループワークの科目である。現地調

査の結果を、6名ほどの班に1台準備したPCとそれを

同期表示する図 6 に示すインタラクティブプロジェク

タに投影し、A3 判の紙に出力した。投稿した地図に専

用ペンで、図 7 のように書き込み、これを読み出すこ

とができる。教員・TA がインタラクティブプロジェク

タの操作指導に慣れていなかったこともあるが、解像

度が低いので、テーブルに投影した地図が適切に使え

なかった。A3判の紙地図では、投稿情報が小さすぎて、

見にくかった。 

将来的には、安価で高解像度のインタラクティブプ

ロジェクタが導入できることが期待できる。また、A0

判の紙地図への出力対応が望ましい。 

 

 
図6 6台のインタラクティブプロジェクタ 

 

 
図7 書き込み 

 

7. おわりに 
上記の内容を踏まえると、各種情報を選択してオー

バーレイや埋め込んで表示して地域の特色を発見し、

科目の教育目標に適応させて学生の創造性を引き出す
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ツールとして、多くの授業に活用できる実証実験シス

テムが構築できたと言える。また、学生の地域情報に

関する学習履歴でありポートフォリオを、系統的に管

理しやすい。よって、低学年から高学年に蓄積されて

高度化されていくコンテンツでありノウハウが、学生

の系統履修を支援する。ただし、実用システムにして

いくためには、操作性の改良が必要である。システム

自体の操作性の改良に加えて、学生が学びやすいよう

に、サイト内に操作マニュアルを掲載するページが必

要である。以下に、その内容を示す。 
  
（１）基本図 

OpenStreetMapを他の基本図と比較しながら、主題図、

ユーザー投稿情報とオーバーレイすることで、地図を

つくる立場から基本図を学び、この地図サイトを使っ

て、地域情報の理解を深める教育に役立った。 
  
（２）主題図 
地域課題を表現する主題図は、簡易なKMLエディタ

であるGoogleマップ、GoogleEarthを使い、当地図サイ

トにオーバーレイできる。ただし、学生がKMLデータ

のアップをより簡易にできるように、地図サイトを改

良することが望ましい。 
  
（３）ユーザー登録情報 
 投稿者に登録した学生が使う、地図付 CMS として、

当地図サイトは使い込める水準となっている。今後は、

地図の表現力を高めるためにも、表示するアイコンを

学生が選択できるようにする改良が望ましい。また

Wordpressアプリの操作性が簡易な投稿には向いていな

いので、ネイティブアプリを開発することが望ましい。 
  
（４）地図の出力 
 地図を使う共同作業には、インタラクティブプロジ

ェクタへの高解像度出力と、A0判への紙出力が、簡易

にできることが望ましい。 
  
 地図サイトは、以上の改良を加えるとともに、今後

ますます増えてくるオープンデータへの対応が必須で

ある。教育用とともに、実際のまちづくりにおいて、

地域課題を共有して解決していくためには、比較的簡

易にオープンデータを活用するページがつくれる地図

サイトに、改良してくことが重要であると認識してい

る。 
 地域シコウ（指向・思考・試行）支援システムとい

うような考え方で発展させていくことを考えている。 
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